
建設・土木 

●アイネス新発田の松の伐採 

 

Ｑ． 

 昨年１２月大雪で市内でも幹や枝がおれた木がたくさん見られます。文化会館の松、歴史図

書館の脇の松、城前の桜が折れました。以前からアイネス新発田の松の倒木に危険性を感じて

いました。といいますのは、北からの突風により、松が大きく揺れるのをよく見かけ、不安を

感じていたからです。もし、これらの木が倒れると人命、交通、電力、通信関係で大きな被害

がでると想定されます。早急な伐採を希望します。 

 

（令和 5年 1月受付） 

 

 

Ａ． 

 昨年１２月の大雪では、新発田文化会館の松などの枝折れや倒木がありました。改めて大木が

倒れるという心配は尽きないものと、私も感じております。この度、ご指摘をいただきました「松」

につきましては、主要地方道新発田紫雲寺線に面するとともに、張られた電力線や通信線に枝が

かかりそうな状態が見て取れました。旧県立新発田病院の時代から幾多の風・雪に耐えてきた

「松」でありますが、時代や天候が大きく様変わりした現在では、災害に強いまちづくりが求め

られております。人命はもとより交通障害や電力・通信障害の要因となる倒木被害を取り除いて

いく必要があると考えておりますことから、時機を見てご指摘の「松」の伐採を行うよう担当課

に指示しました。市民の皆様の安心・安全が最優先であります。しっかりと樹木の生育管理に努

めてまいります。 

 

（令和 5年 2月 1日回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 



建設・土木 

●小規模工事（老朽インフラ補修工事、道路補修工事、水道管

更新工事）こそ、性能発注方式が最適 

Ｑ． 

 老朽インフラ点検で早急な補修が必要と判断された後、自治体の財政難や人材不足により、

５年を超えても未補修のままの橋やトンネルが全国に７千箇所余りあると報道されました。し

かし、自治体の人材不足解消の見込みは無いため、自治体の補修工事発注業務を効率化しない

限り、老朽インフラは増加の一途を辿ります。 

 自治体の老朽インフラ補修工事は、仕様発注方式で実施されています。仕様発注方式とは、

詳細仕様を確定させた工事仕様書を準備して積算で予定価格を策定した上で施工を発注する

方式であり、自治体には多大な発注業務負担がかかっています。そこで、性能発注方式に切替

えれば、自治体の発注業務負担を数分の１にできます。性能発注方式は、要求要件を示す要求

水準書を準備して見積書の徴収査定で予定価格を策定した上で設計と施工を一括発注するか

らです。 

 性能発注方式では、監督の徹底を含めて、従前の数分の１の職員で対応できます。なぜなら

ば、性能発注方式では、場所を変えて同種工事を繰り返す場合には、要求水準書は、要求要件

に係る文言の一部修正と現場の写真・見取図の差替で迅速的確に作成できるからです。予定価

格も、複数の受注希望業者（設計と施工のいずれの業者でもＯＫ）から徴収した見積書の査定

により、迅速的確に策定できるからです。つまり、性能発注方式は、自治体の小規模工事（老

朽インフラ補修工事、道路補修工事、水道管更新工事）に最適と言えます。 

（令和 5年 2月受付） 

 

Ａ． 

 公共工事の入札及び契約の方法について、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」では、

発注者は公共工事などの性格、地域の実情などに応じ、多様な方法の中から適切な方法を選択し、

又は組み合わせることができるとされています。 

 ご提案の性能発注方式につきましては、小規模な工事・修繕等において有効な発注方式である

ことについては認識しております。また、当該方式のメリットとして効率的・合理的な設計・施

工の実施、工事品質の一層の向上など、デメリットとして客観性の欠如、受発注者間におけるあ

いまいな責任の所在、発注者責任意識の低下など留意する点もあるという指摘もあります。 

 なお、国の「公共工事の入札契約方式の適用に関するガイドライン」では、公共工事の入札に

おいて、透明性、公正性、競争性の確保が求められてきた一方で、近年頻発する災害時には、緊

急性に応じて、早期復旧や復興のため、平常時とは異なる入札方式を適切に選択する必要があり、

また、厳しい条件下における高度な技術が必要とされる工事等では、多様な入札契約方式の中か

ら最も適切な入札契約方式を選択する必要があるとされています。これらのことを踏まえ、今後

も入札契約制度の適切な運用に努めてまいりたいと考えております。 

（令和 5年 2月 17日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


